
この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

★用意していただくもの・・・・・
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために着用をおすすめします）

Ver.1.02WAY折りたたみ式台車(100-CT002シリーズ)組立説明書

完成図

耐荷重　137kg 耐荷重　68kg

※本製品は開き方によって下図の様に2通りの
　使い方ができます。
　用途に合わせて組立ててください。

※2輪ハンドキャリーへとして使用する場合は、手順⑤以降が必要です。

※4輪台車で使用する場合は、ここで完成です。
※2輪ハンドキャリーへ変形する場合は、手順⑤以降が必要です。

4輪台車として使用する場合 2輪ハンドキャリーとして使用する場合B

4輪台車として使用する場合A

1 レバーを矢印の方向に倒し、タイヤを開きます。 2 本体をひっくり返し、つまみのツメを本体から外します。

3 ハンドルを起こします。 4 ハンドルの高さを調節して完成です。

つまみ②をつまんでロックを外し、
ハンドルを起こします。

2輪ハンドキャリーとして使用する場合は

へ進み、続きの作業を行います。

2輪ハンドキャリーとして使用する場合B

458
416

777
458

19
5

11
00
～
13
40

68
4～
92
0

レバー

ハンドル
※カチッと音が鳴る位置まで
　動かして調節します。

ハンドル
※カチッと音が鳴るまで起こします。

つまみ①

起こす

倒す

つまむ

伸ばす

ハンドル
つまみ①

つまみ②

つまみ①をつまんでロックを外し、
ハンドルを伸ばします。

つまむ

つまみ①をつまんでハンドルを上げ、
ツメを本体の穴から外します。

ツメ

穴

❷外す

❶つまむ

カチッ

カチッ



つまみ②をつまんで
ロックを外し、
ハンドルを閉じます。つまむ

※4輪台車から以下の手順で変形します。
※組立の際、可動部に指などを挟まないように
　ご注意ください。

2輪ハンドキャリーとして使用する場合B

5 ハンドルを矢印の方向へ倒します。

折りたたみ方法

6 底板を起こします。 7 本体を起こします。 8 ハンドルの高さを調節して完成です。

ハンドル
※カチッと音が鳴る位置まで
　動かして調節します。

つまみ①
ハンドル

つまみ②
底板

つまみ②をつまんで
ロックを外し、
ハンドルを倒します。

倒す

つまむ

3 ハンドルを起こして
4輪台車に変形します。

つまみ②をつまんでロックを外し、
ハンドルを起こします。

つまむ

起こす

2 本体を倒し、底板を閉じます。

底板

閉じる

閉じる

起こす

起こす

4 ハンドルを閉じます。

つまみ①をつまんでロックを外し、
ハンドルを伸ばします。

つまむ

伸ばす

1 ハンドルを縮めます。

ハンドル
※カチッと音が鳴るまで
　動かして縮めます。

つまみ①

つまみ①をつまんでロックを外し、
ハンドルを縮めます。

つまむ

縮める

カチッ

カチッ

カチッ

つまみ②

ハンドル
※カチッと音が
　鳴るまで起こします。

この状態で4輪台車として使用できます。

つまみ②



CC/AD/TTDaC
〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

サンワダイレクト

安全の為に注意していただく点
可動部分で指をはさまないようにお気をつけください。
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警告
●人や動物を乗せないでください。
●斜面や凹凸、段差のある場所では使用しないでください。平坦で安定した場所で使用してください。
●重量に偏りのある物を載せないでください。不安定な積み重ね方をしないでください。
●不安定な物を載せないでください。
●耐荷重（4輪の場合は総耐荷重約137kg、2輪の場合は総耐荷重約68kg）を超える物は載せないでください。
●ハンドルやつまみに物を吊り下げないでください。
●火気の近くで使用しないでください。
●危険物を載せないでください。
●使用しない時は自走しない安全な場所に保管してください。
●進行方向及び周辺に注意してください。
●運搬中は人が支えてください。
●腰の高さ以上に積み重ねないでください。
●粉体物や流体物は安定した容器に入れてください。
●本製品を持ち運ぶ際は取っ手を使用してください。
●荷物を載せたまま長期間放置しないでください。
●指などを挟まないように注意してください。
●用途以外で使用しないでください。
●部品が外れたままで使用しないでください。
●ボルト・ネジ類がゆるんだまま使用しないでください。
●本製品に強い振動や衝撃、無理な力を与えないでください。
●本製品を高温・多湿となる場所や、ホコリや静電気、油煙の多い場所で使用・保管しないでください。
●本製品を水などの液体で濡らさないでください。また、濡れた手で触れないでください。
●お子様には本製品を触れさせないでください。
●本製品のお手入れをする場合には、ベンジンやシンナーなどの揮発性有機溶剤が含まれているものは使用しないでください。
●本製品の破損、またはその使用によって生じた事故や直接、間接の損害については弊社はその責を負わないものとします。
　あらかじめご了承ください。

5 つまみのツメを本体に引っ掛けてハンドルを固定します。 6 本体をひっくり返します。 7 レバーを矢印の方向に倒し、タイヤを閉じます。

レバー

倒す

ハンドルつまみ①

つまみ①をつまんでハンドルを下げ、
ツメを本体の穴にひっかけます。

ツメ

穴

❶つまむ

❷ひっかける


